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序

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を

実施 した、向河原遺跡の調査成果をまとめたものです。

向河原遺跡は、山形市の北西部明治地区に立地 します。付

近は豊かな田園地帯を形成 し、近年は果樹 ・野菜栽培なども

盛んに行われています。本遺跡の北側には白川(馬 見 ヶ崎川

と村 山高瀬川が合流)が 流れ、対岸 には渋江、 田中な どの集

落があります。本遺跡周辺には国指定史跡の嶋遺跡をはじめ、

今塚遺跡、服部遺跡、藤治遺跡、馬洗場B遺 跡な ど、古墳か

ら平安時代 にかけての遺跡が数多 く点在 し、古 くから人々が

この地で生活を営んでいたことがうかがえます。

この度、特定道路山形羽入線道路改築工事に伴い、工事に

先立って向河原遺跡の発掘調査を実施 しました。

調査では、平安時代の竪穴住居跡、井戸跡、旧河川跡、溝

跡、土坑などが検出され、平安時代の須恵器や土師器、鉄製

品などの遺物が出土 しました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた

貴重な国民的財産といえます。この祖先から伝 えられた文化

財 を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと

伝 えていくことが、私たちの重要な責務と考えます。その意

味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及、学術研究、教育

活動などの一助 となれば幸いです。

最後になりましたが、調査 においてご協力いただいた関係

各位に心から感謝申し上げます。

平成14年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 木 村 宰



例 言

1本 書は、平成13年 度特定道路山形羽入線道路改築工事に係る 「向河原遺跡」の発掘調査報

告書である。

2調 査 は山形県の委託 を受けて、財 団法人山形県埋蔵文化財センターが実施した。

3調 査要項 は下記のとお りである。

退 跡 名

所 在 地

調 査 主 体

受 託 期 間

現 地 調 査

調査担当者

向河原遺跡 遺跡番号 平成2年 度登録

山形県 山形市大字渋江字向河原

財団法人山形県埋蔵文化財センター

平成13年4月1日 ～平成14年3月31日

平成13年7月10日 ～平成13年10月12日

調 査 第 二 課 長 尾形與典

主任調査研究員 伊藤邦弘

調 査 研 究 員 黒沼昭夫(調 査主任)

副 調 査 員 竹 田純子

4発 掘調査及び本書 を作成するにあたり、村山総合支庁建設部道路課、村山教育事務所、山

形市教育委員会、及び山形県教育庁社会教育課文化財保護室など関係諸機関にご協力をいた

だいた。

5本 書の作成t執 筆は、黒沼昭夫、竹田純子が担当した。編集は須賀井新人、竹田純子が担

当し、全体について尾形與典が監修 した。

6委 託業務 は下記のとお りである。

遺構写真実測 株式会社ジーアイエス仙台

遺物保存処理 株式会社ニッテッ ・ファイン ・プロダクッ

釜石文化財保存処理センター

基準点測量 株式会社工藤測量設計

7出 土遺物 ・調査記録類 については、報告書作成後、山形県教育委員会に移管する。



凡 例

1本 書で使用 した遺構t遺 物の分類記号 は次の とお りである。

ST… 竪穴住居跡SK… 土坑SD… 溝跡SP… ピットSG… 河川跡

SE… 井戸跡RP… 登録土器RM… 登録鉄製品RQ… 登録石製品

P… …土器S… …石

2遺 構番号 は、現地調査段 階での番号を、そのまま報告書の番号として踏襲した。

3報 告書執筆の基準は下記の とお りである。

(1)概 要図 ・遺構図に付 す座標値 は、平面直角座標系第X系 による。図中の方位 は座標北

を示す。

(2)遺 構実測 図は1/40～1/200の 縮尺で採録 し、各 々スケール を付 した。なお、遺構実

測図中の●は、遺物出土地点を表す。

(3)遺 構実測図中のスクリーン トーンは、下記のとおりである。

炭化物層:□ 焼土:蟹

(4)土 層観察 においては、遺跡 を覆 う基本層序をローマ数字で表 し、遺構覆土については、

算用数字を付 して区別 した。

(5)本 文 中の遺物番号 は、遺物実測図t遺 物 図版 とも共通の もの とした。

(6)遺 物実測 図t拓 影図は、1/1t1/2t1/3の 縮尺で採録 し、各々スケールを付 し

た。

(7)遺 物観察表 中の()で 示 した計測値は、図上復元 による推定値を示す。出土地点欄

の層位では、「F」 は遺構覆土内出土、「Y」 は遺構底面出土 を各示する。なお、遺物実測

図中、土器断面の黒ベタは須恵器を表 している。

(8)遺 物実測図中のスクリーン トーンは、下記のとおりである。

黒色処理:匿 嚢1嚢ヨ すす:冊 蝕 墨:灘 龍

朱墨:㎜ 皿 ㎜ 使用痕跡:灘 繋 金属部分:匪 璽亜ヨ

(9)遺 物 図版 については任意の縮尺で採録 した。

(10)遺 物番号は、遺物実測 図t遺 物図版 ともに共通 したものである。

(11)遺 構覆土の色調の記載については、1999年 農林水産省農林水産技術会議事務局監修の

「新版標準土色帖」に拠った。
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調査の経緯

1調 査の経緯

1調 査に至る経緯

向河原遺跡は、山形市北西部、明治地区の大字渋江字向河原に所在する。本遺跡は立谷川扇

状地の扇端部に立地 し、北方100mに 白川(馬 見 ヶ崎川 と村山高瀬川が合流)、 更 に北方2kmに

立谷川、西方 には須川 と、最上川に注ぐ河川が近接 して流れ、古 くから水害に悩まされてきた

地域である。

本遺跡は、平成2年 度 に山形県教育委員会が行 った上山t山 形t天 童t東 根地 区基礎 調査

(表面踏査)に よって発見 され、新規登録 された。同年、東北中央自動車道相馬 ・尾花沢線が、

上山～東根問都市計画道路整備事業 として計画された。自動車道が本遺跡に係ることから、平

成11年3月 、山形県教育委員会により詳細分布調査が行われた。引き続 き同年4月 に日本道路

公団の委託 を受けた財団法人山形県埋蔵文化財センターが、遺跡範囲や遺構数、深 さを詳しく

調べる第1次 調査(予 備調査)を 行 った。それを受け、同年5月 から9月 まで事業区域内の遺

跡範囲の うち5,400㎡ を対 象 に第2次 調査 を実施 した。その結果、主に平安時代の遺構が確認

され、多 くの遺物が出土 している。

平成12年 度 には前年度調査 区の東側、市道諏訪線に係る3,200㎡ について、平成12年8月 か

ら10月 までの 日程 で第3次 調査 を実施 した。前年度同様、平安時代 を中心とする竪穴住居跡や

溝跡などの遺構が確認され、平安時代の土師器や須恵器などが出土している。

平成13年 度 には、建設 中の東北中央 自動車道の東側に、特定道路山形羽入線道路改築工事が

計画された。県教育委員会は、これに先立ち平成12年10月 に事業予定地 について詳細分布調査

(試掘調査)を 実施 した。その結果、竪穴住居跡や柱穴等が検出され、遺跡範囲が前年度調査

区の更に東側まで伸びることが確認された。

これらの資料 をもとに、山形県教育委員会と事業主体者である山形県土木部との問で、遺跡

の取 り扱いについて協議が行われた。その結果、同事業 との関連でやむをえず削平されると判

断された、向河原遺跡の1,000㎡ について緊急発掘調査 を実施 して、記録保存を図ることとなっ

た。

平成13年 度 に財 団法 人山形県埋蔵文化財 センターが、県の委託を受けて第4次 発掘調査 を実

施することになったものである。

2調 査の経過

平成13年7月3日 、村山総合支庁建設部道路課 において、向河原遺跡に係る遺跡発掘調査の

打合会を開催 し、発掘調査に至る経過報告、調査体制、調査の方法等が確認された。

今回の調査は、7月10日 か ら9月4日 までの実質35日 間の予定で、道路部分1,000㎡ を対象

として実施 された。7月10日 に調査事務所 を設置 し、現地調査 を開始 した。7月12日 には、重

機 による表土除去作業 を行い、遺構確認面まで掘 り下げた。その後、ジ ョレン等の道具を使用

して面整理作業を行い、竪穴住居跡 ・井戸跡 ・柱穴 ・溝跡 ・河川跡等を確認 した。

1



調査の経緯

今 回の調査 は、調査 区が既在 の道路 の東 西 に分 かれて い るため、道路 の西 側 をA区 、東 側 を

B区 とい う ように仮 称 した。7月24日 、A区 よ り検 出 した遺 構 の精査 を開始 した。そ の後 、記

録作 業等 の進捗 状 況 を勘案 しなが ら、A区 とB区 の調査 を並 行 して進 め てい った。

出土 した遺物 は、登 録 した後 、 出土 地点 ・レベ ル等 の記録 を行 い取 り上 げ た。 その後 写真撮

影 、断 面 図 ・平面 図作成 な どの記録作 業 にあ た った。

調 査 を進 めてい く過程 で、B区 に於 いて遺構 の重複 が確認 され、 当初 予定 して い た調査 期 間

内で調査 を終 了す る ことが 困難 な こ とが判 明 した。 その ため、8月31日 に調査 期 間の延 長等 に

つい て県教 育委 員 会及 び県 土木 部 と協 議 を行 い、10月12日 まで調査 を延 長す る こと とな った。

調 査 区 を区画す る グ リ ッ ドは、平 面直角 座標系 第X系 に よ り5m×5mの 大 きさで設 定 した。

グ リッ ドの設 定 にあ たって は、過去2力 年 の調査 結果 をふ まえ、遺跡全 体 の遺構 の分布 が連続

して と らえ られ る よ うに、昨年 まで の調査 で設 定 した グ リ ッ ドと連続 す る ように設定 した。X

軸 は西 か ら東 に12～24、Y軸 は南 か ら北 に19～29と して座標 を設定 し、「12-19区 」 とい う よう

に位 置 を標記 した。 なお、方位 は座標 北 を表 し、高 さは海抜 標 高で表 す。

10月11日 には、遺構 の空 中写真測量 を実 施 し、10月12日 に調査 を終 了 した。 なお、10月9日

に現 地 で調査 説 明会 を開催 した ところ、約40名 の参加 が得 られ た。

2



遺跡の立地と環境

ll遺 跡の立地 と環境

1地 理 的環境

向河原遺跡の所在する山形市は、県域の東部中央に位置する。東は蔵王熊野岳を含む奥羽山

脈によって宮城県との境を成 し、西は白鷹山を主峰とする丘陵が取り囲む。

本遺跡が位置する山形市北部では、奥羽山脈を源とする立谷川 ・高瀬川が西流 し、複合扇状

地を形成 している。また、同じく西流する馬見ケ崎川は七浦付近で高瀬川と合流 し、白川 となっ

て須川に注ぎ込む。これらの河川によって形成された扇状地の扇端部には湧水地帯があり、そ

の下流の前縁帯には、特に自然堤防の発達が見られる。扇頂部から伏流 し扇端部で湧き出した

水が流路を形成して、自然堤防の問をぬって網状に広がる。このため、古 くから水害に悩まさ

れた地域であるが、昭和25年 頃から始 まった土地改良事業や昭和34年 か らの白川沿岸畑地 区画

整理事業 など、長年の大事業を通して水害や干害の克服に力を入れた農業先進地域である。

本遺跡は、白川左岸の自然堤防上に位置 し、標高は約97mを 測 る。調査前 までは りんごや さ

くらんぼの果樹園として利用されていたほか、市道諏訪線が走 り山形市街と本遺跡が所在する

明治地区とを結んでいた。現在は、建設工事中の東北中央 自動車道が南北に走っている。

2歴 史的環境

本遺跡周辺の 自然堤 防 とその後背湿地には、弥生時代中期から平安時代にかけての多 くの遺

跡が存在する。

弥生時代の遺跡は、県内を代表する遺跡が多 く存在する。七浦遺跡では、石包丁が3点 出土

し、水稲農耕が行われた証拠として重要視されている。

古墳時代 に入ると遺跡数が増加し、さらに多 くの集落が営まれたことがうかがえる。白川対

岸の渋江遺跡では、焼失住居 をはじめ多 くの竪穴住居が検出され、長期間にわたって集落が営

まれたことが明らかとなった。山形 自動車道を挟んで2km南 の馬洗場B遺 跡 からは内行花文鏡

の破鏡が出土 している。国指定史跡である嶋遺跡では、農耕具や機織具などの生産用具、容器

をはじめとする生活用具など、多 くの木製品が出土 している。住居跡のほかに倉庫跡が検出さ

れ農耕集落跡 として著名である。また、集落周辺には衛守塚2号 墳な どの古墳が分布 している。

奈 良 ・平安時代 には、 自然堤防上に立地する遺跡が増加する。本遺跡や境田C遺 跡、見崎遺

跡な ど、白川左岸 に立地する遺跡が 目立つ。これら遺跡の点在は、平安時代に入 り後背湿地を

利用 した水田経営が一段 と安定したことを示 している。当該期の集落跡としては掘立柱建物 ・

井戸t土 坑等で構成 される境 田C遺 跡があげられる。また、本遺跡の南東4kmに 位置す る今塚

遺跡では、仁壽三年(853年)の 年号が記 された木簡が 出土 し、役所的機能を備えた集落跡と

捉えられる。

弥生時代以来、水に恵まれた当地が人々の生活の場 として、また、地域内の政治的要所 とし

て利用され続けたことが想像できる。
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遺跡の概要

㎜ 遺跡の概要

1遺 跡の層序

立地 と環境でふれたように、向河原遺跡は山形市北西部明治地区に立地 してお り、調査区の

北方100mを 白川(馬 見 ヶ崎川 と村山高瀬川が合流)が 西流 している。

第3図 は、本遺跡の基本層序である。前述の通り、調査区が既存の道路の東西に分かれてい

るため、道路の西側 をA区 、東側 をB区 とい うように仮称 し、それぞれの層序について述べた

い。a-a'はA区 南側の基本層序である。1層 は耕作土で、暗褐色 を呈するシルト質の土壌で

ある。H層 との境 に少量の土器片 を含 む。これは、区画整理の際に土の入れ替えなどが行われ

たことに起因するものと思われる。H層 は、黒色の シル ト質層である。しまりが弱 く少量の土

器片 を含む。m層 は、褐色 を呈するシル ト質の土壌で、この面を掘り込むようにして遺構が確

認できる。

b-b'はB区 南側の層序である。A区 と同様 の堆積状況 を示 している。

c-c'はB区 東側の層序である。堆積状況は他の2点 の層序 と同 じ様相 を示すが、H層 とm

層の問に、粘質 を帯びた黒色 のIV層 が認め られる。 この層 は、小粒 の砂 を含み、B区 の北部 に

のみ堆積が認め られる。これは、B区 北端 に旧河川跡 と考 えられる厚い砂の層が確認されてお

り、この砂の層の1層 と同じ堆積物である。 また、B区 は中央か ら北方向に緩やかに傾斜 して

おり、標高が低い北側にのみ堆積したのものと考えられる。

2遺 構 と遺物の分布

1,000㎡ を対象 として実施 した今 回の調査では、竪穴住居跡、旧河川跡、土坑、柱穴、溝跡、

井戸跡等、総数400基 を越 える遺構が確認 された。

A区 の遺構の中心 は井戸跡で、14基 検出された。いずれ も素堀の井戸で、下半が膨らんだ形

状になっている。元々の形は下に行 くに従って細 くなる円筒形をしていたものが、水が湧 き出

る際に壁際の土が削り取 られて崩落 し、このような形状になったと考えられる。昨年度の3次

調査で検 出された溝跡に連続する溝跡が、2条 検 出されている。これ らに連続すると考えられ

る溝跡が、B区 で も検 出されてお り、更に東側へ と連続 していることが確認された。

B区 の遺構の中心 は、竪穴住居跡である。確認 された住居跡は17棟 にのぼる。狭い範 囲に重

複 して検 出されており、何度 も建て替えを行ったことがうかがえる。また、住居跡が確認 され

ているのは、前述 した溝跡 と調査区北端の河川跡の問に限られており、この溝跡と河川跡が遺

構の分布を規制する何らかの要因になっていることがうかがえる。

今回の調査に関わる出土遺物は、コンテナ30箱 である。弥生土器、古墳時代の土師器や須恵

器、平安時代の土師器や須恵器、紡錘車や刀子などの鉄製品、石製品等が出土している。弥生

土器は、包含層よりの出土がほとんどで、桜井式や天王山式に比定されるものである。 しかし、

弥生時代の遺構は確認されておらず、断面が激 しく摩耗 していることからみて、周辺に立地す

る遺跡から流れ込んだものと考えられる。
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IV検 出された遺構

1竪 穴住居

検 出 され た竪穴住居 は17軒 であ り、すべ て平 安時代 に属 す る。平面形 は、 規模 の大小 に拘 わ

らず 方形 また は不 整 方形 を呈 す る。一辺 の長 さは3.5～6m程 の 範 囲 にあ り、3.5～4.5mの も

のが 主体 を 占め る。 カマ ドは9基 検 出 した。ST3カ マ ド(EL144)は 、壁 か らの作 り出 し

が比較 的広 く、煙道 長80cm、 煙 道幅70cmで あ る。 これ に対 し、EL144を 除 くカマ ドの形 態 は、

煙道 長120～140cm、 煙 道 幅20～40cmで ある。検 出例 は少 ないが 、袖幅 は130～140cmが 標準 と考

え られる。住居 の重 複 は、ST4→147→162→1→150な どの切 り合 い関係 か ら少 な くと も5期

は認 め られ る。 また、ST186下 にST156・200が 認 め られ たが 、床面 または床面 下の検 出 とな

り、2軒 の プラ ンお よび切 り合 い 関係 は確 認で きなか った。 また、覆土 の観 察が可 能で あ った

竪穴 住居 すべ てが 、 自然堆 積 であ った。

ST1(第4図)

位 置 ・重複26・27-18・19区 に位 置す る。ST150t161を 切 り、ST147t162に 切 られ る。

平面形 ・規模 南北5.Im、 東西4.5mの 方形 を呈 す る。検 出面 か ら床 面 までの深 さは、約30

cmで ある。

主軸方 位N-16。-Eを 測 る。

覆 土 黒褐色 シル トを基 本 とす る。 カマ ド部 分以外 は他 の遺構 に切 られてお り、床面近 くで

検 出 した。

壁 ・床面ST150覆 土 お よび地 山 を掘 り込 み、垂 直 に立 ち上 が る。 中央 部 は地 山 を床面 と し、

周辺 部 は貼床 と考 え られ る。

柱 穴EP425t456は 主柱 穴 と考 え られ る。 しか し、深 さはEP425が12cm、EP456が17cm

と浅 い。 また、貼床 除去後 、 挿 図で は破線 で示 した ピ ッ トを検 出 してい る。

カマ ド(EL149)南 辺西 部 に位 置 し、煙道 長120cm、 煙 道 幅20cm、 袖幅140cmで あ る。 西袖付

近 に炭化 層が 広が る。被熱 に よ り褐色 を呈 す る。

その他 の施 設 カマ ド近 くに貯蔵穴 と考 え られ るEK379、 また、EK379に 切 られ る土 坑が

ある。

遺物 の 出土状 況 カマ ド煙道 先端 より須 恵器圷(53)や 土 師器甕(57～60)が 出土 して いる。

53は 、 内面 に擦 り痕 、外 面 に墨 書が 施 され、転用 硯 と考 え られ る。 また、EK379か ら須 恵器

圷(54)、 土 師器 圷(55・56)や 鉄 製紡 錘車(114)が 出土 して い る。55は 、 口縁 部内面 にすす

が付 着 す るな ど、灯 明皿 の可 能性が 高 い。

ST3(第5・6図)

位 置 ・重 複27-19・20区 に位 置 し、ST147t150t162を 切 る。

平 面 形 ・規 模 南 北3.8m、 東 西3.4mで 、 方 形 を呈 す る 。検 出 面 か ら床 面 まで の 深 さ は約20
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cmで ある。

主軸方 位N-5。-Eを 測 る。

覆 土 黒褐色 シル ト、黒 褐色 シル トお よび にぶい 黄褐 色砂 質 シル トとの混 合層 を基本 とす る

5層 か らなる。

壁 ・床 面 地 山 お よびST2t147t162覆 土 を掘 り込 み、 斜 め に立 ち上が る。 直床で 、 中央

部 に炭化 層が 広が る。

柱 穴3つ の ピッ トを検 出 した。

カマ ド(EL144)北 辺 東 部 に位 置 し、 右袖 と考 え られ る粘土 が残 る。壁 か らの作 り出 しが

他 の カマ ドよ りも広 く、煙 道 長 も短 い。煙 道長80cm、 煙 道 幅70cm、 袖 幅 は不 明で あ る。

その他 の施 設 炭化 層 を剥 が した面 に土 坑(EK169t170)を 検 出 したが 、遺物 は見 られな

い 。

遺物の出土状況 カマ ド煙道や床面から土師器が出土 している。

ST4(第6図)

位 置 ・重複26・27-18・19区 に位 置 し、STlt147t161t162、SG171を 切る。

平面形 ・規模 南北4.Om、 東西4.3mの 不 整 方形 を呈 す る。 西辺が やや広 い台形 で あ る。検

出面 か ら床面 まで の深 さは約30cmで あ る。

主軸方 位N-84。-Eを 測 る。

覆 土 暗褐色 シル ト、地 山 と同一 の褐色 シル ト、黒褐 色粗砂 による堆 積で あ る。

壁 ・床 面 北 辺 はST147t162t161覆 土 、南辺 はSG171覆 土 、東辺 はST161、SG171覆

土 、西辺 はST1と 地 山 をそ れぞ れ掘 り込 み、斜 め に立 ち上 が る。先行 す るSTlt147・161t

162、SG171の 覆土 を床 面 と し、 中央部 に炭化層 が広 が る。

柱 穴 中央 南西 部 に1つ 検 出 した。

遺物 の 出 土状 況 床 面 よ り須 恵器 甕(44)、 土 師器 甕(47t48)、 高台付 圷(46)、 鉄 製 の紡

錘 車(115)な どが 出土 してい る。

ST5(第7図)

位 置 ・重複27・28-21・22区 に位 置 し、SG171を 切 る。

平面形 ・規模 南北4.3m、 東西3.9mで 、方形 を呈 す る。検 出面 か ら床面 まで の深 さは約13

cm、 掘 方面 まで は約20cmで あ る。

主軸方 位N-6。-Wを 測 る。

覆 土 暗褐色 シル トと地 山 と同一 の褐色砂 質 シル トとの混 合層 か らな る。

壁 ・床 面m層 と地 山 を掘 りこみ、垂直 に立 ち上 が る。硬化 面上 に焼土層 が広 が る。周 溝 を

除 く全 面が貼 床で あ る。

柱 穴EP125～129が 主柱 穴 と考 え られ る。 すべ て深 さは20cm弱 で あ った。

その他 の施 設 西辺 か ら南辺 西部 にかけて周溝 が検 出 され た。幅25～40cm、 深 さ10cmで ある。
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掘 り方精査中に土坑(EK130)を 検 出 したが、竪穴に伴 う可能性は低い。

遺物の出土状況 床面から遺物は出土 していない。

ST190(第8図)

位 置 ・重複26・27-20区 に位 置 し、ST2お よびST186内 のEK321t331、SK325に 切

られ る。

平面形 ・規模 南北4.5m、 東西4.5mの 不 整 方形 であ り、検 出面 か ら床面 まで の深 さは約20

cmで ある。西 辺が やや広 い台形 で ある。

主軸方 位N-14。-Eを 測 る。

覆 土 暗褐色 シル トに褐色 細砂 が少 量入 る。

壁 ・床 面 地 山 を掘 り込 み 、斜 め に立 ち上が る。 直床 で 、 中央部 か らやや 南東 寄 りに炭 化層

が広 が る。

柱 穴 主柱穴 と考 え られ るの はEP349・460で あ る。深 さは46～48cmで あ る。 支柱 穴 と考 え

られ るEP353は 、深 さ34cmで あ る。EP351はEP460に 対 応 す るが 、深 さは25cmで あ る。

遺物 の 出土状 況 床 面 より土 師器 甕(43)が 出土 して いる。

ST172(第8図)

位 置 ・重複25-18t19区 に位 置 し、ST157tSE173に 切 られ る。

平面形 ・規模 西半分以 上 が調査 区外 にあ た り、規模 は不 明であ る。平面 形 は不 整方形 と考

え られる。検 出面 か ら床 面 までの深 さは、 約16cmで あ る。

主軸方 位N-5。-Eを 測 る。

覆 土 黒褐色 シル トを基 本 と した5層 か らなる。

壁 ・床 面 地 山 を掘 り込 み 、斜 め に立 ち上が る。直床 で あ る。

柱 穴EP194t195が 共 に深 さ30cmを 測 る。EP194を 主柱 穴 と考 えたいが 、対 応 す るEP

192やEP193t196は15cm未 満 で あ り、 やや差 が あ る。

遺物 の 出土状 況 床 面 より須 恵器 甕 の破 片(62)、 土 師器 甕(65)や 鉢(64)が 出土 して い る。

ST186(第9図)

位 置 ・重複26・27-20～22区 に位 置す る。ST94、SD187に 切 られ、ST156・200を 切 る。

平面形 ・規 模 南北5.7m、 東 西5.3mの 方形 を呈 す る。 カマ ド検 出面 か ら床 面 まで の深 さは、

約35cm、 カマ ド以外 の部 分 はほ ぼ床 面で検 出 した。

主軸方 位N-14。-Eを 測 る。

覆 土 暗褐色 シル ト、炭化 物t焼 土 の混 合層 の2層 を確認 した。

壁 ・床 面 壁 は未検 出であ る。先行 す るT156・200の 覆土 を床 面 と し、 中央部 に炭化層 が広

がる。硬 く締 まった掘 り方 を検 出 した。

柱 穴EP198t427は 主柱 穴 、EP197t198t428は 支柱 穴 か。
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カマ ド(EL180)南 辺東 部 に位 置 し、煙道 長130cm、 煙 道幅35cm、 袖 幅90cmで あ る。袖 幅 は

さ らに広 くな る可 能性が 高い 。煙道 部 は被 熱 によ り褐色 を呈 す る。

その他 の施 設 中央南 西部 にEK318、 カマ ド両脇 に焼土で埋 ま ったEK321t331を 検 出。

遺物 の 出土状 況 床 面 か ら刀子(119t120)が 出土 した。

ST2(第10図)

位 置 ・重 複26・27-19・20区 に位 置 す る。北辺 をST186、 南東 隅 をST3に 切 られ、ST

190上 層全体 を切 る。

平面形 ・規模 南北5.Om、 東西3.7mの 方形 であ り、 さ らに北 へ伸 び る もの と思 われ る。検

出面 か ら床面 まで の深 さは約30cmで あ る。

主軸方 位N-16。-Eを 測 る。

覆 土 黒褐色 シル トに炭化 物 ・焼土 が混 じる。

壁 ・床面 地 山 を掘 り込 み、や や斜 め に立 ち上が る。地 山 とST190覆 土 を床面 と し、 薄 い炭

化層 が僅 か に点在 す る。

柱 穴 確認 で きな かっ た。

カマ ド(EL148)南 辺東 部 に位 置 し、煙道 長140cm、 煙 道幅30cm、 袖 幅 は不 明であ る。炊 き

口 と思 われ る部分 に焼土 と炭化 層が広 が る。 カマ ド芯材 は礫 で あ る。

遺物 の 出土状 況 カマ ド周 辺 の床 面 か ら土 師器 甕(39～41)、 カマ ド煙 道先 端 か ら土 師器甕

(42)、 須 恵器 圷(35)が 出土 して いる。

ST94(第11図)

位 置 ・重複25・26-21・22区 に位 置 し、ST186を 切 る。

平面 形 ・規 模 北 辺 は確認 で きず プ ラ ンは不 明で ある。確 認 で きた規 模 は、 南北4.3m、 東

西3.8mで 、方形 を呈 す る もの と考 え られ る。検 出面 か ら床 面 まで の深 さは、約13cmで ある。

主軸方 位N-76。-Wを 測 る。

覆 土 黒褐色 シル トの単 一層 で ある。

壁 ・床面 検 出面が低 く、壁 は検 出で きなか った。先行 す るST186覆 土 を床面 と し、 カマ ド

(EL153)付 近 に炭化 層 が広 が る。

柱 穴 確認 で きな かっ た。

カマ ド(EL153・154)東 辺 南 部(EL153)と 南辺 西部(EL154)に 確 認 され た。EL

153は 、煙 道 長130c皿 、煙 道 幅32c皿 、袖 幅130c皿 で あ る。EL154は 、煙 道 長60c皿 、煙 道 幅20c皿 、

袖 幅 は不 明で あ る。EL153はEL154に 比 べ て遺 存状 態が よ く、周辺 に土器 が点在 す る。EL

154は 袖で あ った と思 われ る粘土 が残 る程 度 であ る。住居 廃 棄の 際 に使用 してい た カマ ドはEL

153で あ り、EL154は すで に使 用 され てい なか った もの と考 え られる。EL153袖 下 に も炭 化層

が広 が る こ とか ら、袖 の作 り替 えが想 定 され る。芯材 として礫 を使用 してい る。

遺物 の 出 土状 況 床 面 、 カマ ド周辺 よ り須 恵 器圷(66)、 土 師器 の圷(67t68)や 甕(69～
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71)が 出土 してい る。

ST147(第12図)

位 置 ・重複26・27-19区 に位 置 す る。STlt150を 切 り、ST3に 切 られ る。

平面形 ・規模 南北3.9m、 東西3.8mの 方形 であ る。検 出面 か ら床 面 まで の深 さは約30cmで

ある。

主軸方 位N-24。-Eを 測 る。

覆 土 黒褐色 シル トを基 本 とす る5層 か らなる。

壁 ・床 面ST1覆 土 を掘 り込 み、やや 斜 め に立 ち上 が る。先行 す るST1覆 土 を床 面 と し、

中央部 お よびその東 部 に炭化 層 が広 が る。

柱 穴3つ を検 出。

その他 の施 設 炭化 層付 近 に土坑(EK165)が 存在 す る。

遺物 の 出土状 況 床 面 より須 恵器圷(50)や 墨書が見 られ る須 恵器 皿(51)、 土 師器甕(52)、

鉄 製 の紡 錘車(112)や 鎌(122)、 砥石(111)が 出土 してい る。

ST150(第12図)

位 置 ・重複25・26-19区 に位 置 し、STlt147、SK159に 切 られ る。

平面形 ・規模 大部分 が他 の竪穴住 居 に切 られ る。北 辺 と西辺 の一 部以外 は不 明 だが 、方形

と考 え られ る。検 出面 か ら床 面 まで の深 さは、約40cmで あ る。

主軸方 位N-70。-Wを 測 る。

覆 土 大部 分が掘 削 されて い るが 、 カマ ド覆土 の観 察 か ら暗褐色 シル トと考 え られ る。

壁 ・床 面 地 山 を掘 り込 み 、垂直 に立 ち上が る。直床 と考 え られ る。

柱 穴 不 明。

カマ ド(EL151)西 辺 中央 部 に位 置 し、煙道 長140cm、 煙道 幅20cm、 袖幅 は不 明で あ る。煙

道 部 は被 熱 に より褐色 を呈 す る。

遺物 の 出土状 況 カマ ド付 近 より土 師器 甕(49)が 出土 して いる。

ST162(第12図)

位 置 ・重複27-19区 に位 置す る。STlt161を 切 り、ST3t4t147に 切 られ る。

平面形 ・規模 大部分 を他 の竪穴住 居 に切 られ、不 明で あ る。

主軸方 位 不 明。

覆 土 黒褐色 シル トを基 本 とす る4層 か らなる。

壁 ・床 面 地 山 お よびSTlt161覆 土 を掘 り込 み、垂 直 に立 ち上 が る。直床 で ある。

柱 穴 不 明。

その他 の施 設 東辺 に幅50cm、 深 さ15cmほ どの周溝 を検 出 した。

遺物 の 出土状 況 砥 石(109)が 出土 してい る。
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ST161(第13図)

位 置 ・重複27-18t19区 に位 置 す る。STlt4t161、SG171に 切 られ る。

平面形 ・規模 大部分 を他 の遺構 に切 られ、 平面形 ・規模 共 に不 明で ある。検 出面 か ら床面

まで の深 さは、約40c皿 で あ る。

主軸方 位N-68。-Wを 測 る。

覆 土 不 明。

壁 ・床 面 地 山 を掘 り込 み 、斜 め に立 ち上が る。直床 で、 カマ ド周辺 に炭化 層 が広が る。

柱 穴 不 明。

カマ ド(EL155)北 東 隅 に位 置 し、煙 道 長120cm、 煙道 幅23cm、 袖 幅 は不 明で あ る。袖 の芯

材 と考 え られ る焼礫 が残 る。

その他 の施 設 炭化 層 を剥 が した面 に土 坑(EK451)を 検 出 した。

遺物 の 出土状 況 床 面 より須 恵器 や土 師器 の甕(79～81)、 刀子(115)が 出土 して い る。

ST157(第13図)

位 置 ・重複25-19区 に位 置 し、ST172t179を 切 る。

平面 形 ・規 模 大 部分 は調査 区外 にあ た り、東 辺 の検 出 に と どま った。規 模 は不 明で あ る。

検 出面 か ら床 面 まで の深 さは、約45cmで あ る。

主軸方 位N-77。-Eを 測 る。

覆 土 黒褐色 シル トを基 本 とす る5層 か らなる。

壁 ・床 面 地 山 とST172t179覆 土 を掘 り込 み、斜 め に立 ち上 が る。 カマ ド周辺 に炭化 層が

広 が る。

柱 穴5つ の柱 穴 を検 出 したが、深 さはすべ て15cm未 満で あ る。

カマ ド(EL160)東 辺 北 部 に位 置 し、 煙道 長120cm、 煙道 幅40cm、 袖 幅 は不 明で あ る。

遺物 の 出土状 況 遺 物 は出土 してい ない。

ST179(第13図)

位 置 ・重複25-19区 に位 置 し、ST157に 切 られ る。

平面形 ・規 模 西部 は調査 区外 で あ り、東 部 も大 部分 をST157に 切 られ、 平面形t規 模 共 に

不 明で あ る。

主軸方 位N-6。-Eを 測 る。

覆 土 黒褐色 シル トを基 本 とす る4層 か らなる。

壁 ・床 面 地 山 を掘 り込 み 、斜 め に立 ち上が る。 カマ ド周 辺 に炭化 層 が広 が る。

柱 穴ST157と の境 に1つ 検 出。

カマ ド 北辺 東 部 に位 置す るが、 大部分 が調査 区外 にあた ってい る。

遺物 の 出土状 況 床 面 より土 師器 甕(82)が 出土 して いる。
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SX431土 器 捨 て場(第14図)

26・27-20～22区 に位 置 する。ST186周 辺 お よび覆土 に炭化 層 が広 が り、 炭化 層 上 に多 くの

土 器が 出土 した。これ らは、ST186埋 没 後 にで きた窪地 に一括 で捨 て られた様 相 を示 して い る。

墨書土 器(2t4t7.11t12t17・24)、 転用硯(10)な どが 出土 して いる。
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2井 戸跡

今 回の調査で検 出された井戸跡は、総計14基 を数 え、A区 のSD235溝 跡の周 りに分布 してい

る。 どの井戸跡も素掘りの井戸跡で、下半が膨らんだ形状を呈するものが多い。

SE281井 戸跡(第16図)

21-16区 に位置する。平面形状は長軸L6m、 短軸L4mの 楕円形 を呈 し、確認面からの深さ

はLlmを 測 る。南壁下部で壁面の崩落があり、南側に挟れが見 られる。覆土は4層 からな り、

黒褐色のシル トを基調とする。1層 に炭化物 と焼土 を含 み、下層 ほど粘性が強 くなる。最下層

には、黄褐色の地山ブロックの混入が見られる。覆土から平安時代の土師器片が出土している。

SE247井 戸跡(第16図 ・図版2)

21-15区 に位置する。平面形状は長軸Lgm、 短軸L8mの 楕円形 を呈 し、確認面からの深さ

はLlmを 測る。覆土は6層 か らな り、暗褐色 のシル トを基調 としている。各層で褐色の細砂

と炭化物の混入が見 られ、最下層は粘性が強 くなる。覆土から平安時代の土師器片や須恵器の

甕の体部が出土している。

SE276井 戸跡(第16図)

21-14区 に位置する。平面形状は直径1mの 円形 を呈 し、確認面か らの深 さはO.7mを 測 る。

今回検出された井戸跡の中では最小の規模である。底面より常時湧水が見られ、調査期間中も

水が貯まっていた。覆土は4層 からな り、暗褐色の シル トを基調 としている。2層 に炭化物の

混入が認め られ、下層ほど粘性が強い。覆土からの遺物の出土はなかったが、覆土の色調が他

の井戸跡 と似ていることから平安時代のものと考えられる。

SE215井 戸跡(第17図)

22-17区 に位置する。東側半分が調査区外のため西側だけの検出である。検出した部分から

推定される平面形状は、長軸1.7m、 短軸1.4mの 楕円形 を呈する と思われる。確認面からの深

さはLlmを 測 る。覆土 は6層 からな り、黒褐色 のシル トを基調 として、にぶい黄褐色の地山

の混入が認められる。下層に行 くほど粘性が強 く、最下層は黒色の粘質土である。北壁下部で

壁面の崩落による挟れが確認できる。遺物の出土はなかったが、平面形状及び覆土の色調が他

の井戸跡 と似ていることから平安時代のものと考えられる。

SE201井 戸跡(第17図)

22-18区 に位置 し、南側部分のみの検出である。検出された部分から推定される平面形状は、

長軸L6m、 短軸1mの 楕円形 を呈する と思 われる。確認面からの深 さは1mを 測る。覆土は

4層 か らな り黒褐色 のシル トを基調 とする。南壁下部で壁面の崩落があ り挟れが確認できる。

覆土から平安時代の土師器片が出土 している。

SE280井 戸跡(第17図 ・図版2)

21-17区 に位置する。北側半分が調査区外のため、南側のみの検出となる。平面形状は不明

であるが、検出された部分から推定される平面形状は、直径L3mの 円形 を呈すると思われる。

確認面からの深 さはL2mを 測 る。覆土 は6層 からな り、黒褐色 のシル トを基調 とする。上層

で炭化物を少量含み、暗褐色砂質シル トの混入が認められる。下層ほど粘性が強い。東壁下部

一26一



検出された遺構

に壁 面崩 落 に よる挟 れが確 認 で きる。遺物 の 出土 はな かっ たが 、規模及 び覆 土の色 調 の類 似等

か ら平 安時代 の もの と考 え られ る。

SE284井 戸跡(第18図)

21-16区 に位 置 す る。 平面形 状 は直径L6mの 円形 を呈 し、確 認面 か らの深 さは1mを 測 る。

覆土 は6層 か らな り黒褐色 の シル トを基調 とす る。1層 は炭化 物 を含 み、3層 には焼土 の混入

が見 られ る。 下層 ほ ど粘性 が 強 く、 最下層 で黄褐色 の土 壌 の混 入が見 られる。覆土 か ら平安 時

代 の土 師器片 や須 恵器片 が 出土 してい る。

SE273井 戸跡(第18図 ・図版2)

20-15区 に位 置 す る。 平面形 状 は直径L6mの 円形 を呈 し、確 認面 か らの深 さは1mを 測 る。

覆土 は暗褐色 の シル トを基 調 とす る5層 よ りなる。1層 に小粒 の炭化 物 の混 入が認 め られ、2

層 に こぶ し大 の礫 を多 く含 む。遺物 の 出土 はなか ったが、 覆土 の色 調 が他 の井戸跡 と似 て いる

こ とか ら平安 時代 の もの と考 え られる。

SE243井 戸跡(第18図)

21-16区 に位 置す る。 平面 形状 は長軸2m、 短 軸1.7mの 楕 円形 を呈 し、確 認 面 か らの深 さ

はLlmを 測 る。 覆土 は14層 か らな り、 暗褐色 の シル トを基調 とす る。土 器片 や 炭化 物 の混入

が認 め られ る層 もあ る。北壁 下部 に壁 面崩 落 による挟 れが認 め られ る。覆土 か ら平安 時代 の土

師器や須 恵器 の破 片 が 出土 してい る。

SE214井 戸跡(第19図)

22-17区 に位 置 す る。 平面形 状 は直径1.4mの ほ ぼ円形 を呈 し、確 認面 か らの深 さはL2mを

測 る。 覆土 は5層 よ りな り、黒 褐色 の シル トを基 調 とす る。1層 に土 器片 を含み 、下層 ほ ど粘

性 が強 くなる。壁 面 の崩落 に よ り下 半が挟 れ た形 状 を呈 す る。 覆土 か ら平安 時代 の土 師器や須

恵器 の破 片が 出土 してい る。

SE244井 戸跡(第19図)

21-16区 に位 置 し、平面 形状 は直径L7mの 円形 を呈 す る。確 認面 か らの深 さは、L2mを 測

る。覆土 は7層 か らな り、暗褐色 の シル トを基調 とす る。3層 と5層 の 問に厚 さ4cmほ どの炭

化物 の層 が確 認で き、2層 か ら4層 まで炭化 物 の混 入が認 め られ る。東 壁下 部 に壁 面崩落 に よ

る挟 れが認 め られ る。遺物 の 出土 はな かっ たが 、規模及 び覆土 の色 調 の類似 等 か ら平安 時代 の

もの と考 え られ る。

SE208井 戸跡(第19図)

22-17区 に位 置 す る。 平面形 状 は直径1.5mの 円形 を呈 し、確 認面 か らの深 さは、L2mを 測

る。覆土 は6層 よ りな り、黒褐色 の シル トを基調 とす る。1、2層 に焼土 と炭化 物 の混 入が見

られ る。壁 面 の崩落 と思 われ る黄褐色 のや や粘 質 を帯 びる4層 が確認 で きる。覆土 か ら平安 時

代 の土 師器や 須恵 器 の破片 が 出土 して いる。

SE268井 戸跡(第20図 ・図版2)

21-14区 に位 置 し、平面 形状 は長軸L8m、 短軸1.7mの 楕 円形 を呈 す る。 確認 面 か らの深 さ

はL2mを 測 る。 覆土 は9層 よ りな り、暗褐色 の シル トを基調 とす る。1層 に炭化 物 の混 入が
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認 め られ、2～4層 に黄褐色 シル トの混入 が見 られ る。下層 に行 くほ ど粘性 が強 い。下 半 に壁

面崩 落 に よる挟れ が認 め られ る。遺物 の出土 はな か ったが 、規模 及 び覆土 の色 調 の類似等 か ら

平安 時代 の もの と考 え られ る。

SE218井 戸跡(第20図)

22-17区 に位 置 し、長 軸1.8mを 測 る。 短軸 はSK220土 坑 に切 られ る ため断 定 で きな いが、

推 定で1.4mと 考 え られ、平 面形状 は楕 円形 を呈 す る と思 われる。確 認面 か らの深 さはL2mを

測 る。 覆土 は、黒 褐色 の シル トを基 調 とす る8層 か らな り、褐色 の細砂 の混 入が認 め られ る。

南壁 中央 に壁 面崩落 に よる挟 れが認 め られ る。遺 物 の 出土 はなか ったが、覆 土の色 調が他 の井

戸跡 と似 て い るため平安 時代 の もの と考 え られる。

3土 坑

SK23土 坑(第15図 ・図版2)

26-17区 に位 置 し、平面 形状 は長軸L4m、 短軸L2mの 楕 円形 を呈 す る。 確認 面 か らの深 さ

はO.5mを 測 る。壁 は西側 の みが急 に立 ち上 が り、他 は緩や か に立 ち上 が る。覆 土 は3層 か ら

な り、 暗褐色 の シル トを基 調 とす る。全 ての層 に焼土 と炭化 物 の混入 が認 め られ る。下層 ほ ど

炭化 物 の混入 量が多 く、全 体 的 に しま りは弱 い。覆土 か ら平安 時代 の土 師器 や須 恵器 の破 片が

出土 してい る。SK24土 坑 を切 る。

SK24土 坑(第15図 ・図版2)

26-17区 に位 置 し、平面 形状 は1辺 がLgmの 方 形 を呈 す る。確認 面 か らの深 さは、Llmを

測 る。壁 は4面 と もほぼ垂 直 に立 ち上 が り、底 面 もほ ぼ平坦 で あ る。 覆土 は1層 で、 暗褐 色 シ

ル トに褐色 砂 質 シル トの混 入 が認 め られる。全体 的 に炭 化物 と焼土 の混 入が 認め られ、均 一 な

層 で ある こ とか ら、 人為 的 に埋 め戻 された もの と考 え られ る。底 面 よ り常 時湧水 が見 られ、現

地調 査 中 も水 が貯 まってい る こ とか ら井戸 跡 と も考 え られ るが 、井戸枠 の痕 跡 もな く、 井戸跡

と決 定す る 要因 に乏 しい。SG171河 川 跡 を切 る。覆 土 か ら平安 時代 の土 師器や 須恵 器 の破 片

が多 数 出土 してい る。

SK220土 坑(第20図)

22-17区 に位 置 し、平 面形状 は、 長軸1.5m、 短 軸L3mの 楕 円形 を呈 す る。確認 面 か らの深

さはO.4mを 測 る。覆土 は2層 か らな り、1層 は褐色 の細 砂 で あ る。2層 は暗褐色 の シル トで

炭化 物 を少量 含 む。SE218井 戸跡tSK221土 坑 を切 る。 覆土 か ら平 安時代 の土 師器片 が 出土

して いる。

SK221土 坑(第20図)

22-17区 に位 置す る。SK220土 坑 及 びSE218井 戸 跡 に切 られ、全 体 が把 握 で きない ため、

平面形状 、規 模、及 び深 さは不 明で あ る。 覆土 は1層 の 暗褐色 の シル トで、 土 師器片 を含 んで

お り、 平安 時代 の もの と考 え られ る。一部 分 だけの検 出の ため 断定 はで きないが 、北側 の壁が

緩や か に立 ち上が ってお り、他 の井戸 跡 とは明 らかな違 いが認 め られる ことか ら、土坑 と推定

して いる。
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検出された遺構

3溝 跡

今 回の調査 で は7条 の溝 跡 が確認 されてい る。 出土遺 物 か ら、古墳 時代 の溝跡 が1条 、平安

時代 の溝 跡が6条 で ある。古墳 時代 の もの は、 やや弩 曲 しなが ら南北 方 向に走 る。 これ に対 し

て平安 時代 の もの は、 いず れ も東 西方 向に走 ってい る。 ま た、SD235t163溝 跡 は、 昨年 度 の

3次 調査 で検 出 され た溝跡 に連 続す る と考 え られ る。

SD429溝 跡(第21図)

B区25-17～25-18区 に位 置 し、 南北 方 向に走 る。 幅O.3～O.5m、 深 さO.4mを 測 る。壁 は

急 に立 ち上が る。 覆土 は暗褐色 の シル トを基調 とす る3層 か らな り、 黄褐色 シル トの混 入が認

め られる。底 面 か ら古墳 時代(5世 紀 代)の 土 師器 甕(96)が 出土 して いる。後述 す る平安 時

代 の溝跡 が東 西方 向 に走 るの に対 して、このSD429溝 跡 はやや弩 曲 しなが ら南北 方 向に走 って

いる。 南北端 は、他 の遺構 に切 られて確認 で きない ため、全 体 は不 明で ある。SD40溝 跡 、S

K23t24土 坑 に切 られる。

SD40溝 跡(第21図 ・図版1)

B区25-18～27-17区 に位 置 し、東 西 方 向に走 る。 幅O.5～O.9m、 深 さO.3mを 測 る。 覆土

は暗褐色 の シル トを基調 とし、全体 に褐色 シル トの混 入が認 め られ、 下層 ほ どそ の混入量 が多

くな ってい る。壁 は緩や かに立 ち上 が る。 東西端 が調査 区外 に伸 びてお り全 体 をうかが う こと

はで きないが 、調査 区の更 に東 西方 向 に伸 びる こ とが確 認 で きる。覆土 か ら平安 時代 の須 恵器

や土 師器の破 片が 出土 してい る。SD429溝 跡 を切 る。

SD235溝 跡(第22図)

A区21-17～23-16区 に位 置 し、 東 西 方 向 に走 る。幅O.8～1m、 深 さO.2～O.3mを 測 る。

壁 は緩 や か に立 ち上 が り、底 面 はほぼ平坦 で ある。 覆土 は黒 褐色 の シル トを基調 とす る2層 で 、

黄褐色砂 質 シル トの混 入 が認 め られ る。底 面 か ら平 安 時代 の須 恵器 圷(92)が 出土 して い る。

検 出 され た位 置、 方 向、規 模 な どか ら考 えて、 昨年 の第3次 調査 で検 出 され た溝跡 に連続 す る

と考 え られ、 後述 す るB区 で検 出 され たSD163溝 跡 に連 続す る と思 われる。SD217溝 跡 を切

り、SE280t281井 戸 跡 、SK283土 坑 に切 られ る。

SD163溝 跡(第22図)

B区25-15～27-15区 に位 置 し、東 西 方 向に走 る。 幅L3～1.6m、 深 さO.3mを 測 る。 今 回

の調 査 で検 出 され た溝跡 の 中で は、 最大規 模 の溝 跡 であ る。壁 は緩や か に立 ち上 が り、底 面 は

ほぼ平坦 で あ る。 覆土 は2層 か らな り、黒 褐色 の シル トを基 調 とす る。上層 で炭化 物 と土 器片

の混 入が認 め られ、下層 で は黄褐 色 砂 質 シ ル トが混 入す る。 底面 で 平安 時代 の須 恵 器甕(93)

が 出土 して い る。検 出位 置、方 向、規 模 な どか ら考 えて、A区 で検 出 され たSD235溝 跡 に連

続 す る と考 え られ る。更 に東 方 に伸 び る こ とが確 認 で きる。

SD282溝 跡(第23図)

B区22-17区 に位 置 し、東 西 方 向 に走 ってい る。幅O.4～O.5m、 深 さO.3mを 測 る。南 側が

一段 深 くな り
、壁 は急 に立 ち上 が る。覆土 は黒褐色 の シル トで微 量 なが ら黄 褐色 砂 質 シ ル トの

混 入が認 め られ る。SD217溝 跡 を切 り、SE218・213井 戸跡 に切 られる。覆 土 か らの遺物 の出
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検出された遺構

土 は なか ったが、SE213井 戸 跡 に切 られ る こ とか ら平 安時代 の もの と考 え られ る。

SD217溝 跡(第23図)

A区21-17～23-17区 に位 置 し、 幅O.4～O.7m、 深 さO.2mを 測 る。 覆土 は2層 か らな り、

暗褐色 の シル トを基 調 と し、黄褐 色砂 質 シル トの混 入が 見 られ る。壁 は緩や か に立 ち上 が り、

底 面 はほ ぼ平 坦で あ る。 西側 をSD235溝 跡 に、東 側 を213井 戸跡 に切 られ る ため全 体 は不 明で

ある。検 出 され た位 置、規 模 、方 向な どか ら考 え

て、B区 で検 出 され たSD18溝 跡 に連 続 す る と考

え られ る。 覆土 か らの遺 物 の 出土 は な か ったが、

SD235溝 跡 に切 られ る こ とか ら平 安 時代 の もの

と考 え られ る。

SD18溝 跡(第23図 ・図版1)

B区25-16～27-16区 に位 置 し、東 西方 向 に走

る。幅O.6～O.8m、 深 さO.3mを 測 る。南 壁 は 緩

やか に、北壁 は急 に立 ち上 が り、溝 の北側 が一段

深 くな って い る。 覆土 は、 暗褐色 の シル トを基 調

とす る3層 か らな り、1層 に土 器片 と炭化 物が 混

入す る。 平 安 時代 の須 恵器 圷(83)、 須 恵 器 高 台

付圷(85)、 須 恵 器蓋(87)、 土 師器高 台付 圷(91)

等 が 出土 してい る。検 出 された位 置、方 向、及 び

規模 な どか ら考 えて、A区 で検 出 され たSD217溝

跡 に連続 す る と推測 され、更 に東 方 に伸 び る こ と

が確 認 され た。SK19土 坑 に切 られる。

4河 川跡

SG171河 川跡

B区 北 端及 び、 中央東側 で砂 の層 の堆積 を確 認

した。崩 落 の危険 が ある ため トレンチ を入れ る だ

けの調査 に留 め たが、確認 面 か ら約50cmほ どで 湧

水 が見 られ た。一 部分 だ けの検 出のた め断定 はで

きな いが、常 時湧水 が見 られる こ と、1m以 上砂

の堆 積 が確認 で きる ことか ら、河 川跡 と考 え られ

る。 また、2ヵ 所 で確認 された河 川跡 が連 続す る

もの か否 かは不 明で ある。平 安時代 の須 恵器高 台

付 圷(97)、 須 恵 器蓋(99)が 出土 してい る。S

K24土 坑、SD18t40溝 跡 に切 られる。
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第16図SE281・247・276井 戸 跡
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検出された遺構

SE268

110YR3〆3暗 褐色 シル ト(小粒 の炭化勒 を少量含

むやや砂 質を帯 びる)

210YR2〆3黒 褐色 シル トに10YR5〆4に ぶい黄

褐色 シル トの小 プロ ツクが10%入 る

3

4

[P

漕U

7

呂

9

10YR2〆3黒 褐色 シル トに10YR5〆4に ぶい黄

褐色 シル トの小 プロ ツクが2%入 る

10YR4f3に ぶ い黄褐色粘 質土

10YR3〆3暗 褐色 シル ト(小粒 の炭化勒 を少量含

むやや砂 質を帯 びる)

10YR4f3に ぶ い黄褐色粘 質土

10YR2〆2黒 褐色粘 質土

10YR3f3暗 褐色 シル ト(地 山が崩落 した もの

か)

10YR4f1褐 灰色粘 質土

SK22⑪

110YR4〆6褐 色細砂

210YR3〆3暗 褐色 シル ト

SE218

1

2

3

4

5

6

7

呂

(炭化勒を少量含む)

10YR4f6褐 色粗砂

10YR3〆4暗 褐色 シル トに10YR4〆6褐 色細砂

が斑 に入 る

2に10YR2〆3黒 褐 色 シ ル トの小 プロvク が

10%入 る

10YR2〆3黒 褐色 シル トに10YR4〆4褐 色細砂

が斑 に入 る(炭 化勒 を少量含む)

10YR3f2黒 褐色砂 質シル トに10YR4〆4褐 色

細砂が斑 に入 る

10YR3f2黒 褐色砂 質シル トと10YR4f4褐 色

細砂が プロ ツク状 に斑 に入 る

10YR4〆4褐 色砂質 シル ト

10YR3f4暗 褐色粘 質土

SK221

110YR3〆3暗 褐色 シル トに10YR4〆6褐 色細砂

が少量混 じる(土 器 片 を含む)

第20図SE268・218井 戸 跡 ・SK220・221土 坑
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出土した遺物

V出 土した遺物

今回の調査で出土 した遺物は、コンテナ30箱 である。破片での出土が多 く、図化できたもの

は127点 である。土 師器 ・須恵器 を中心 に、紡錘車や刀子などの鉄製品、砥石などの石製品が

出土 している。また、破片資料ではあるが弥生土器 も十数点出土 している。

1平 安時代

須恵器

須恵器は、 図化 で きたものが43点 である。主体 をなすのは、供膳形態の圷類で29点 を数える。

底部切 り離 しが、回転糸切りによるものと回転ヘラ切りによるものとが見られ、いずれも無調

整である。回転糸切りの圷は、器高指数(器 高/口 径 ×100)が30以 上の値 を示す もの と、30未

満の値 を示す もの に大別で きる。体部や口縁部の形状から①体部が内弩気味に立ち上り、口縁

部が緩やかに外反するもの(4t9)② 体部が直線的に立 ち上が り、 口縁部が緩やかに外反す

るもの(1t6)③ 体部が直線的に立ち上が り、皿状を呈するもの(76・83)が ある。 回転ヘ

ラ切 りの圷(97)は 、1点 出土 している。破片資料 のため全形は知り得ないが、口径に比して

底径が大 きい と推測できる。体部は内弩気味に立ち上が り、体部上部から口縁端部にかけて

「く」の字状に外反している。

高台付圷は、底部切り離しが回転糸切 りによるものと回転ヘラ切りによるものが見られ、い

ずれも無調整である。回転糸切りの高台付圷は、器高指数が40以 上の値 を示 し、器高が高いこ

とが特徴 と言える。体部や口縁部の形状から①体部が内弩気味に立ち上が り、口縁部分が緩や

かに外反するもの(11t12)② 体部が内弩気味 に立ち上が り、 口縁部の外反が少な く口縁端部

を丸 く肥厚 させ、外側に張り出させるもの(86)③ 体部か ら口縁端部 まで直線的 に立ち上がる

もの(74)が ある。すべて回転糸切 り痕 を明瞭に残す。回転ヘラ切りによるもの(98)は 、1

点出土 している。底径指i数(底 径/口 径 ×100)が64と い う値 を示 し、 口径に比 して底径が大き

い。体部が内弩気味に立ち上がり、口縁部が僅かに外反する。双耳圷は底部回転糸切りで、体

部は内弩気味に立ち上が り、回転糸切り痕は不明瞭である。

皿(51)は 、回転糸切 りによる。器高指i数が20、 底径指i数が50と いう値 を示す。体部 は直線

的に立ち上が り、大きく外傾 しつつ伸び、口縁部は大きく外反 している。

蓋は、2点 出土 している。87は 破片資料のため全形 を知 り得 ないが、摘みが大きく天井部か

ら肩部が回転ヘラケズリされている。99は 無調整で広 く扁平な天井部 を持ち、肩部が内弩気味

に伸びる。摘みが小 さく、口縁端部は垂直に摘み出されている。

貯蔵形態の甕は、全てが破片資料のため全形を知 り得ないが、61・62・79は 、大型であろう

ことが うかが える。打圧調整のタタキとアテの組み合わせは、平行タタキと平行アテ(62)と

平行 タタキと同心円アテ(61・79・93)が ある。

土師器

土 師器は、 図化 で きたものは61点 である。供膳形態の圷 は、底部切 り離 しは回転糸切 りが主

流を占める。回転糸切りの圷は、器高指数がおおむね35前 後の値 を示す。体部 と口縁部の形状
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出土 した遺物

か ら①体 部が 内弩気 味 に立 ち上 が り、体部 下端 に凹線 が施 され た もの(55・91)② 体部 が 内弩

気 味 に立 ち上 が り、 口縁 部が 緩や か に外反 す る もの(20・21)③ 体部 が直線 的 に立 ち上 が り口

縁 部が僅 か に外 反 す る もの(15・63)が あ る。55・91は 、底 部外 周 か ら口縁 部 まで整形 した後 、

体 部下端 に凹線 を施 し、体 部 と底部 の境 を明瞭 にす る意 図が うかが える。 その後 回転糸 切 りに

よ り切 り離 しを行 うが、 その 範 囲は底 部外 周 よ り5mmほ ど中に入 った ところ となる。 なお、91

は内面黒色 処 理が施 されてい る。72は 、底 部 に網代 痕 が認 め られ、非 ロ グロ整形 であ る。体部

は内弩気 味 に立 ち上 が り、 口縁 端部 が僅 か に内反す る。体 部外 面 に手持 ちヘ ラケズ リ調整 、 内

面 に ミガ キ調 整が施 され黒色 処 理 され てい る。

高 台付 圷 は、底 部切 り離 しが 回転 糸切 りで、 総 じて底 径 が大 きい。① 体部 が内弩気 味 に立 ち

上 が り、 口縁 が引 き出 され僅 か に外 反す る もの(22・23)② 体 部が 内弩 気味 に立 ち上が り、 内

面 に ミガ キ調 整が施 され黒色 処 理 され た もの(24・25)が あ る。

煮 沸t貯 蔵 形態 の甕 は、完形 はな く破片 資料 での 出土 で あ る。 「ロク「ロ整形 の甕(33・69)は 、

外 面が カキメ、 ナデ調整 が施 され てい る。 非 ロクロ整形 の甕 は、内外 面共ハ ケメ調 整が施 され、

底 部 に網代 痕 や木 葉 痕が 認 め られ る(59t70)。 煮 沸 形 態の 長胴 甕(41t71)は 、外 面 に縦位

のハ ケメ調整 、内 面 に横位 の ハ ケメ調 整が 施 されて い る。塙(75)は 、1点 出土 して い る。破

片 資料 の ため全形 は知 り得 ないが、体 部 は内弩気 味 に立 ち上 が る。 口縁 部 は 「く」の字状 に外反

し、体 部内外 面共 にハ ケ メ調整 が施 されてい る。底 部の形状 は、丸底 で あっ た と推 測 して いる。

その他 の遺 物

今 回の調査 で 出土 した文字 資料 はB区 よ り出土 した墨書土 器 で、総 数12点 を数 える。 墨書 さ

れる土 器の器 種 は、須恵 器圷4点 、須 恵器 高 台付 圷4点 、須 恵 器皿1点 、土 師器圷1点 、土 師

器高 台付 圷2点 であ る。 出土遺 構 は、SX431土 器捨 て場 よ り7点 、竪穴 住居 跡 よ り3点 、溝

跡 よ り2点 で あ る。墨 書 され る部位 は、体 部外 面6点 、底 部6点 で あ る。墨 書 され た字 種 は

「十 」7点 、「不 」1点 、「木 」1点 、「十一?」1点 、判 読不 能文字2点 で ある。

石 製 品 は3点 出土 してい る。109はST162竪 穴 住居跡 覆土 か ら出土 した砥 石で あ る。材 質 は、

デイサ イ トに類似 してい る。非 常 に堅 く砥 面が4面 確認 で きる。小 口が生 きてお り、 カ ワが付

着 してい る。 断面 は方形 に近 く、幅 より も厚 みが大 きい。 その形 状 か らは古代 の様 相が うかが

える。 よ く使 い込 まれ、砥 面が なめ らか で ある。手 持 ち用 の 中砥 と思 われ る。110は26-19区

の包 含層 か ら出土 した砥石 で あ る。砥 面が3面 認 め られ、他 面 は打 ち欠 かれてお り、一 部条痕

が認 め られ る。 カ ワが付着 してい る と思 われ る面が あ るが 、破 断面 の可 能性 もあ る。材 質 は軟

質で、奥 羽 山系 に産す る凝灰 岩 に類似 してい る。手持 ち用 の 中砥 と考 え られ る。111はST147

竪穴 住居 跡覆 土 か らの出土 で あ る。材 質 は110に 類似 してい るが、110よ り も軽 く柔 らかい感 じ

を受 ける。6面 の 面取 りが施 され、2ヵ 所 に穿孔 が認 め られ る。破 片 資料 の ため全 形 を知 る こ

とはで きないが、孔 に紐 を通 して使用 す る提 げ砥 の可 能性 が考 え られる。 しか し、砥面 の面積

が狭 く、何 らかの石 製 品の可 能性 も考 え られ る。

金属 製 品はB区 を中心 に16点 出土 してい る。紡 錘 車3点 、刀子7点 、鎌1点 、性 格不 明5点

であ る。 出土 した3点 の紡 錘 車(112～114)は いず れ も鉄 製で 、軸部 が 円盤 部 に差 し込 まれて
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いる。残存する軸部の先端は鈎状である。刀子は6点 出土 している。破断面 を観察すると、刀

身の中心部分が空洞になっており、鉄板を折 り返 して作 られたことがうかがえる。全て破損が

見受けられ、全体の大きさを正確に把握することはできない。一部木部が残存するものもある

が、柄の部分か鞘の部分かは不明である。鎌(122)はST1竪 穴住居跡覆土 から出土 している。

その他にも5点 の金属製 品が出土 している。いずれ も鉄製であるが、破片のみの出土で全形を

知り得ないため、種別を特定することはで きなかった。

2古 墳時代

古墳時代 の遺物 としては土師器圷、甕、高圷、瓦泉の4点 が出土 している。以下に個別に記

述する。95はSD429溝 跡 か ら出土 した土 師器圷である。胎土は細砂が混入するが焼成は良好

である。丸底で体部が内弩気味に立ち上が り、口縁部が緩やかに外弩する。内外面共ハケメ調

整が施されている。図上復元から推定される口径は140mm、 器高は70mm程 度である。

101はSK16土 坑か ら出土 した高圷である。圷部に段 を有 し、口縁部は緩やかに外反する。

胎土は緻密で よく精製され、焼成も堅緻で榿色を呈する。内外面共ヘラミガキが施 されている。

脚部と口縁部に破損が認められる。図上復元から推定される口径は230mm、 器高は120mm程 度が

考えられる。古墳時代 中期(5世 紀)の もの と思 われる。

102はSX431土 器捨 て場から出土 した、古墳時代中期(5世 紀)に 比定 される遽である。S

X431土 器捨 て場 に、一括 して廃棄 された平安時代の遺物 に混 じって出土 している。体部のみ

の破片資料のため全形は知り得ない。胎土には細砂が混入するが、焼成は堅緻である。体部に

は刻み目、櫛描波状文、沈線が認められ、これらが体部を巡ると考えられる。

96は 、SD429溝 跡 から出土 した甕である。口縁部から体部中央まで復元できた。体部内外

面共ハケメ調整が施 されている。口縁部内面は横位のハケメ調整が施され、口縁部外面は斜位

のハケメ調整が施されている。古墳時代中期(5世 紀)の もの と思われる。

3弥 生時代

今 回の調査では、10数 点の弥生土器が出土 している。いずれ も破片による出土で、断面の摩

耗が激 しいこと、弥生時代 と考えられる遺構が検出されていないことなどから、流れ込みの遺

物 と考えられる。復元で きるものはな く全形は不明であるが、土器の形態には壺形、甕形、鉢

形土器の3種 が認め られる。 ここでは文様及び地文が良好に残 り、時期 を特定できるものにつ

いて個別に記述する。103はB区m層 か ら出土 した甕で ある。外面にハケメ調整 と半裁竹管に

よる連弧文が、内面にナデ調整が施されている。桜井式に比定される。104は 、ST161竪 穴住

居跡覆土 から出土 した浅鉢であるる。外面に半裁竹管による連弧文が施 されてお り、桜井式に

比定される。105は 、B区m層 か ら出土 した壺である。半裁竹管による渦巻文が施 されており、

桜井式に比定される。106は 、B区m層 から出土 した甕の口縁 部である。外面にRL斜 の地文

と竹管刺突文が施 されてお り、天王山式に比定される。107は 、ST156竪 穴住居跡覆土 から出

土 した甕である。外面にLRの 地文が認め られる。刻 目、沈線、刺突文が施されており、天王

山式に比定される。108は 、ST164竪 穴住居跡覆土か ら出土 した壺である。外面に撚糸Lに よ

る調整が施 され、天王山式に比定される。
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表2 出土遺物観察表1

挿図
番号 種 別 器 種

計測値 軸皿)
胎 土 焼成 色 調

成 形
出 土 地 点 備 考

口径 底径 器高 内 面 外 面 底 部

第
24

図

1 須恵器 圷 (1鋤 5摯 45 粗嶺混 海綿骨針 良 灰自色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP135

2 須恵器 圷 (14帥 50 44 細嶺混 良 灰自色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 墨吉 「十」RP13〒

3 須恵器 圷 (1鋤 53 45 粗嶺混 海綿骨針 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RPIO〒

4 須恵器 圷 1甜 ら2 鋤 細嶺混 良 オリーフ'灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 墨吉 「十」唖がみRP1即

5 須恵器 圷 140 52 鋤 粗嶺混 海綿骨針 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP151

ら 須恵器 圷 (1鋤 (5帥 50 粗嶺混 海綿骨針 良 灰黄色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 唖がみ

〒 須恵器 圷 (1鋤 5呂 41 細嶺混 良 オリーフ'灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 墨吉 「十」RP133

呂 須恵器 圷 1甜 52 甜 細嶺混 不良 灰自色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 唖がみ

摯 須恵器 圷 135 5呂 44 細嶺混 良 灰自色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP155

10 須恵器 圷 (13帥 (50) 鋤 粗嶺混 海綿骨針 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 唖がみ 転用硯

11 須恵器 高台付圷 (152) 鵬 ら4 細嶺混 良 灰自色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 墨吉 「十」RP135

12 須恵器 高台付圷 (144) 砧 ら5 細嶺混 良 青灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 墨吉 「口」RP121

13 須恵器 甕 細嶺混 海綿骨針 良 灰色 ロクロ ナテ' 卿 欄 畑 駆431土 器捨 て場 RP125

14 須恵器 甕 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 駆431土 器捨 て場 RP150
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15 土師器 圷 (14帥 らo 4ら 細嶺混 海綿骨針 良 横黄樫色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP13摯

1ら 土師器 圷 131 51 45 細嶺混 良 脆 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 唖がみRP摯 摯

1〒 土師器 圷 140 53 51 細嶺混 良 脆 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 墨吉 「十」RP144

1呂 土師器 圷 (1鋤 4ら 50 細嶺混 海綿骨針 良 横黄樫色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP1鱈

1摯 土師器 圷 134 55 4摯 細嶺混 良 脆 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP120

20 土師器 圷 (13〒) 55 50 細嶺混 海綿骨針 良 脆 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP113

21 土師器 圷 (1鋤 ら3 50 雲母 良 にぶい樫色 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP154

盟 土師器 高台付圷 (150) 砧 50 細砂混 轟 海綿骨針 良 脆 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 高台接合後のナテ'明瞭RPIOヨ

23 土師器 高台付圷 (150) ら4 らo 粗砂混 轟 海綿骨針 良 脆 ロクロ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 RP153

24 土師器 高台付圷 (〒2) 緻密 良 脆 ロクロ ミガキ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 墨吉「不」内面黒色処理RP152

25 土師器 高台付圷 (1ら1) 嘔〒) ら〒 細嶺混 海綿骨針 良 にぶい樫色 ロクロ ミガキ ロクロ 回転糸切 駆431土 器捨 て場 内面黒色処理RP145

2ら 土師器 甕 粗砂混 轟 海綿骨針 良 脆 ロクロ ロクロ 駆431土 器捨 て場 RP140

34 須恵器 圷 (141) (52) 甜 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T2F RP124
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2〒 土師器 甕 細嶺混 良 にぶい樫色 ハケメ ハケメ 駆431土 器捨 て場 RP14ら

錦 土師器 甕 細嶺混 良 にぶい樫色 ハケメ ナテ' ハケメ 駆431土 器捨 て場 RP14ら

錦 土師器 甕 細嶺混 良 にぶい樫色 ハケメ ハケメ 駆431土 器捨 て場 外面炭化鞠付…書RP14ら

30 土師器 甕 細嶺混 良 脆 ハケメ ナデ 駆431土 器捨 て場 RP14ら

31 土師器 甕 細嶺混 良 脆 ロクロ ロクロ 駆431土 器捨 て場 RP131

32 土師器 甕 (〒帥 細嶺混 良 にぶい樫色 ハケメ ハケメ 駆431土 器捨 て場 内面黒色付着椥網代痕RP115

33 土師器 甕 (15帥 細嶺混 良 にぶい樫色 カキメ ナテ' ナデ 駆431土 器捨 て場 RPl10

35 須恵器 圷 (145) 嘔帥 甜 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T2EL14呂 RP14ら

甜 須恵器 張耳圷 (110) (50) 4呂 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T2F 唖がみ

3〒 土師器 甕 (働 粗嶺混 良 にぶい樫色 ハケメ ハケメ 呂T2F 網代痕RP142
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甜 土師器 甕 (1ら帥 粗嶺混 良 脆 ナデ ナデ 呂T2F RP123

鋤 土師器 甕 (摯1) 粗嶺混 雲母 良 脆 呂T2Y RP141

40-a 土師器 甕 (15〒) 粗嶺混 雲母 良 脆 ハケメ ナテ' ハケメ ナテ' 呂T2Y RP脚

如一b 土師器 甕 (100) 粗嶺混 雲母 良 脆 ハケメ ナテ' ハケメ ナテ' 呂T2Y 網代痕R四 〒〒

42 土師器 甕 粗嶺混 良 脆 ハケメ ハケメ 呂T2EL14呂 RPら 〒

43 土師器 甕 細嶺混 良 脆 ハケメ ハケメ 呂T1摯OY RP1〒1

44 須恵器 甕 粗嶺混 良 黒色 ロクロ ナテ' ロクロ 呂T4Y RP51

45 土師器 圷 (142) 5摯 44 細嶺混 良 横黄樫色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T4F RP脚

第
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41 土師器 甕 弱 粗嶺混 良 決樫色 ハケメ ハケメ 呂T2Y 網代痕R四 〒

4ら 土師器 高台付圷 鵬 粗嶺混 雲母 良 横黄樫色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T4Y RP52

4〒 土師器 甕 粗嶺混 雲母 良 横黄樫色 ハケメ ハケメ 呂T4Y RP54

4呂 土師器 甕 4呂 粗嶺混 雲母 良 灰自色 ミガキ ハケメ 呂T4Y 網代痕RP弱

50 須恵器 圷 (135) らo 鋤 粗嶺混 海綿骨針 不良 横黄色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T14〒Y

51 須恵器 皿 (115) 5呂 24 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T14〒Y 墨吉 「木」RP砺

5呂 土師器 甕 細嶺混 良 脆 ハケメ ハケメ 呂TlEL14摯 RP呂4
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出土した遺物

表3 出土遺物観察表2

挿図
番号 種 別 器 種

計測値 軸皿)
胎 土 焼成 色 調

成 形
出 土 地 点 備 考

口径 底径 器高 内 面 外 面 底 部

第
錦
図

5摯 土師器 甕 (鮒 細嶺混 良 明赤褐色 ハケメ ハケメ 呂TlEL14摯 木葉痕RP甜

らo 土師器 甕 細嶺混 良 にぶい樫色 ナデ ハケメナデ 呂TlEL14摯 RP呂4
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4摯 土師器 甕 混 良 横黄樫色 ハケメ ハケメ 呂T150Y RP〒1

52 土師器 甕 細嶺混 良 脆 ハケメ ハケメナデ 呂T14〒Y RPら2

53 須恵器 圷 131 54 33 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂TlEL14摯 転用硯 墨吉 「口」RP駈

54 須恵器 圷 (140) ら2 40 細嶺混 良 灰自色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂TlEK3〒 摯 RP1〒5

55 土師器 圷 1甜 ら〒 50 細嶺混 良 にぶい樫色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂TlEK3〒 摯 付着椥有 灯 明皿?RP174

5ら 土師器 高台付圷 1甜 鵬 52 細嶺混 良 にぶい樫色 ミガキ ロクロ 回転糸切 呂TlEK3〒 摯 内面黒色処理RP1鴨

5〒 土師器 甕 細嶺混 良 脆 ハケメ ハケメナデ 呂TlEL14摯 RP呂4

ら3 土師器 圷 (1鋤 嘔o) 4呂 細嶺混 良 明赤褐色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T1〒2F RP1ら1

ら4 土師器 鉢 (1鋤 (呂帥 41 粗嶺混 不良 脆 ナデ ナデ 呂T1〒2Y RP15呂

鵬 須恵器 圷 5〒 粗嶺 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T盟Y RP騨

第
鋤
図

ら1 須恵器 甕 細嶺混 良 オリーフ'黒色 ア娘 ハケメ タ舛 ハケメ 呂T1〒2F RP1ら5

ら2 須恵器 甕 細嶺混 良 黒色 アテ痕 タタキ 呂T1〒2Y RP1ら3

ら5 土師器 甕 粗嶺混 良 脆 ロクロ ロクロ 呂T1〒2Y RP1ら2

ら〒 土師器 圷 (1鋤 5ら 4摯 細嶺混 雲母 良 にぶい樫色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T盟Y RP4呂

砧 土師器 圷 130 5〒 45 粗嶺混 雲母 良 横黄樫色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T盟Y RP麗

〒3 須恵器 圷 (144) 〒o 甜 細嶺混 不良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T1鵬EK35〒 RP12〒

〒4 須恵器 高台付圷 151 呂1 鵬 粗嶺混 不良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T15らY 墨吉 「十」 唖がみRP1ら 摯

〒ら 須恵器 圷 らo 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂T3F 転用硯 朱墨痕RP鴉
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ら摯 土師器 甕 (蹴) 細嶺混 雲母 良 脆 ロクロ ロ夘 ナデ 溝メ 呂T盟Y 外面炭化鞠付着

〒o 土師器 甕 (1鋤 〒ら 140 粗嶺混 良 横黄樫色 ハケメ ハケメ 呂T盟Y 外面炭化鞠付着 網代膜 且P40

〒1 土師器 甕 盟〒 細嶺混 良 決樫色 ハケメ ハケメ 呂T盟Y 内外面炭化鞠付着RP4呂

〒2 土師器 圷 1鋤 砧 5呂 緻密 良 脆 ㍉、

ケス リ ケズ リ 呂T5F 内面黒色処 理 網代痕RPヨ2

〒5 土師器 塙 粗嶺混 良 脆 ハケメ ハケメ 呂T15らY 内面黒色付着鞠RP11〒

〒〒 土師器 甕 〒ら 細嶺混 良 脆 ナデ ハケメ 呂T3Y 網代痕RP㎝

〒呂 土師器 甕 麗 粗嶺混 良 横黄樫色 ハケメ ハケメ 呂T5EL144 網代痕RPら1
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〒摯 須恵器 甕 細嶺混 良 黒色 アテ痕 タタキ 呂T1ら1Y RP53

釦 土師器 甕 (呂帥 粗嶺混 良 にぶい樫色 ハケメ ハケメ 呂T1ら1Y 網代痕RP5〒

呂1 土師器 甕 粗嶺混 良 にぶい樫色 ハケメ ハケメ 呂T1ら1Y 内外面炭化鞠付着RP1胃

麗 土師器 甕 細嶺混 良 にぶい樫色 ロクロ ロクロ ナテ' 呂T1〒 摯Y RP摯1

認 須恵器 甕 粗嶺混 良 灰色 アテ痕 ナテ' タタキ 呂D1呂Y RP3

需 須恵器 甕 粗嶺混 良 灰色 アテ痕 タタキ 呂D1ら3Y RP呂1

100 土師器 甕 粗嶺混 石英 良 脆 ロクロ ロクロ 呂〔}1〒1F RP1〒O
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お 須恵器 圷 (1鋤 (54) 2〒 緻密 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂D1呂Y RP2

餌 須恵器 圷 (14帥 50 42 粗嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂D1呂Y RP11

呂5 須恵器 高台付圷 ら3 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂D1呂Y RP21

鵬 須恵器 高台付圷 5呂 ら5 細嶺混 良 オリーフ'灰色 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂D1呂Y 墨吉 「十一?」RPら

脚 須恵器 蓋 15 細嶺混 良 灰自色 ロクロ ロクロ 呂D1呂Y

舶 須恵器 壷 細嶺混 良 灰色 ロクロ ナデ 回転糸切 呂D1呂Y RP〒

摯o 土師器 圷 嘔2) 細嶺混 良 脆 ロクロ ロクロ 回転糸切 呂D1呂Y 墨吉 「十」RP14

摯1 土師器 高台付圷 (1鋤 (50) 42 細嶺混 良 灰自色 ミガキ ロクロ 回転糸切 呂D1呂Y 内面黒色処理RP23

麗 須恵器 圷 細嶺混 良 黄灰色 ロクロ ロクロ 呂D235Y

盟 須恵器 甕 (114) 粗嶺混 良 灰色 呂D1ら3Y RP〒 呂

脚 須恵器 圷 鋤 粗嶺混 良 灰自色 ロクロ ロクロ 回転箆切 呂〔}1〒1F RP〒3

鱈 須恵器 高台付圷 11摯 〒〒 42 細嶺混 良 灰自色 ロクロ ロクロ 回転箆切 呂〔}1〒1F RP〒4

摯摯 須恵器 蓋 14呂 錦 粗嶺混 良 灰自色 ロクロ ロクロ 呂〔}1〒1F RP〒5
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摯5 土師器 圷 (140) (10) 〒3 細嶺混 良 脆 ハケメ ハケメ 呂D40Y 丸底RP脚

弱 土師器 甕 粗嶺混 良 脆 ハケメ ハケメ 呂D40Y 口宗i榔被熱RP鵬

101 土師器 高圷 (2鋤 121 緻密 良 脆 ナテ'ミ ガ キ ミガキ ナテ' 呂K1らY RP31

102 須恵器 憩 細嶺混 良 灰色 ロクロ ロクロナデ 呂T1認F 外面に淀状文、劃み目、沈線
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出土 した遺物

表4 弥生土器観察表

挿図
番号 器 種 胎 土 文 様 地 文 型 式 出土地点 備 考
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図

103 甕 金雲母 石英 砂混 連弧文 ハケ目 桜井式 B区 皿 内面ナデ 半裁竹管

104 横鉢 石英 砂混 連弧文 桜井式 呂T1ら1F 半裁竹管

105 壷 金雲母 石英 砂混 渦巻文 桜井式 B区 皿 半裁竹管

10ら 甕 石英 砂混 竹管刺突 RL斜 天王山式 B区 皿

10〒 甕 石英 劃目 沈線 刺突 LR 天王山式 呂T15らF

1鱈 壷? 金雲母 石英 撚糸L 天王山式? 呂T1ら4F

表5 石製品観察表

挿図
番号 器 種

計 測 値

破損の有無 調蔓その他 葺… 材 出土地点 備 考長さ

(m皿)

幅

価皿)

厚 さ

価皿)

重量

(9)
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10摯 砥石 2〒 2〒 4呂、ら 有 砥面4面 凝灰岩? 呂T1ら2F

110 砥石 らo 2ら 1ら4、O 有 砥面3面 、他面打欠き 堆積岩? 2ら一1朗1

111 砥石? 1〒 呂 2、o 有 ら面面取り痕 凝灰岩? 呂T14〒Y 2ヵ 所穿孔、携帯用砥 石?R臼 租

表6 金属製品観察表

挿図
番号 品別 材質

計 測 値

破損有無 出土地点 備 考径

価皿)

長さ

(m皿)

幅

(m皿)

厚 さ

(m皿)

重量

(9)
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112 紡錘車 鉄 円盤4〒
軸部 呂

1甜 20 5〒.54 有 呂T14〒F 軸部を円盤に差 し込む 中央軸部以外に突起有RM妬

113 紡錘車 鉄
円盤50
軸部13

11.呂 30 ら1.03 有 呂T4Y 軸部を円盤に差 し込むRM55

114 紡錘車 鉄 円盤51
軸部15

10.1 摯 44.02 有 呂T1-EK3〒 摯 軸部を円盤に差 し込むRM1〒3

115 刀子 鉄 1ら〒 糾 4 4呂.1〒 有 呂T1ら1Y 木部残存RM認

11呂 刀子 鉄 1呂5 認 14 5〒.21 有 呂T15〒F RM即

11摯 刀子 鉄 120 1〒 〒 35.摯o 有 呂T1鵬Y RM1ら 〒

121 刀子 鉄 52 21 1ら 1〒.〒4 有 呂T3Y
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120 刀子 鉄 120 釦 摯 2呂.13 有 呂T1鵬F RM舵

11ら 刀子 鉄 弱 B 4 2ら.〒呂 有 呂T4F

11〒 刀子 鉄 12.5 12 11 21.1ら 有 呂P1麗F

1盟 鎌 鉄 1ら5 糾 11 10ら.15 有 呂T14〒Y RM4〒

123 不明 鉄 45 呂 呂 ら.45 有 呂TIY

124 不明 鉄 13〒 11 11 11.〒O 有 呂E2〒3F

125 不明 鉄 餌 釦 20 4ら.o摯 有 呂T1鵬Y RM1鵬

12ら 不明 鉄 4摯 呂 11 摯.40 有 呂T1鵬 一EP30〒

12〒 不明 鉄 111 12 摯 20.〒4 有 呂T2F RM需
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まとめと考察

VIま とめ と考察

遺構

今 年 度 の調査 で は、17棟 に及 ぶ竪 穴住 居跡 をは じめ として、 井戸 跡、溝 跡 等総 数430基 に及

ぶ遺 構 が検 出 され た。

竪穴 住居 は全 て、9世 紀後 半 か ら10世 紀初 頭 の もの と考 え られ る。SG171河 川跡 に切 られ

る もの、SG171を 切 る ものが存 在 す る ことか ら、河 川埋 没前 か ら埋 没後 に かけて営 まれ た集

落 とい える。 カマ ドを持 つ もの と、 カマ ドを持 た ない ものがあ り、 カマ ドを有す る場合 は、礫

を袖 の芯材 と して い る。 部分 的 な検 出 に と どまった例 が多 い こ とか ら、北辺 に垂 直 な軸 を主軸

と し、住居 が 示す 主軸方位 につい て考察 した。 なお 、 プ ランが不 明で あ るST156・200は 除い

た。 この結果 、主軸 方位 は3群 に大 別 され る。 第1群 は、磁 北 か ら西 に振 れ る もの、第2群 は、

磁北 か ら東 に振 れ る角度 が12。未満 の もの、 第3群 は、磁 北 か ら東 に振 れ る角度 が12。以上 の も

ので ある。第1群 にはST4・5が 含 まれ、共 にSG171を 切 る。SG171を 切 るSD18・40と

同時期 の遺構 と考 え られ、最 も新 しい竪穴 住居群 で あ る。1辺 が4m前 後で あ り、床面積 は17

㎡程 で あ る。 カマ ドを持 たない点で 共通 して いるが 、周 溝 の有無 や柱 穴 な ど、構造 的 に は違 い

が見 られ る。 第2t3群 には、新 旧の竪穴 住居 が混在 す る。主軸 方 向 にやや 幅が あ り、規 模や

構造 に も差 が あ るが、 時系 列 的 な違 い は認 め られ ない。切 り合 い 関係 か ら考 察す る と、 一 時期

に存 在 した竪 穴住居 の数 は、2～3軒 で あ る。

溝 跡 が7条 検 出 されてい る。古墳 時代 の溝跡 が1条 、平 安時代 の溝跡 が6条 で あ る。古 墳 時

代 の溝跡 がや や湾 曲 しなが ら南北方 向 に走 るの に対 して、 平安 時代 の溝 跡 はいず れ も東 西方 向

に走 る。平安 時代 のSD235t163t18溝 跡 は、3次 調査 で検 出 され た溝 跡 に連続 す る こ とが確

認 で き、 これ らの溝 跡が 更 に東 方 まで伸 び る ことか ら、遺跡 範 囲が東 方 に広 が ってい る こ とが

うかが える。 また、検 出 された14基 の井 戸跡 がSD235溝 跡 の周 囲 に集 中 して分布 して お り、3

次調 査 と同 じ傾 向 を示 してい る。

一59一



まとめと考察

B区 で河川跡 と推測で きる砂の堆積が2ヵ 所確認で きる。一部分だけの検出であり、これら

の河川跡が連続するか否かは断定で きない。 しかし、立地 と環境でも述べたとお り、本遺跡の

北方100mを 白川が西流 してお り、白川 との何 らかの関係が考えられる。

遺物

出土遺物の中で特筆 されるのは、ST147竪 穴住居跡床面か ら出土 した須恵器皿(51)とS

T3竪 穴住居跡覆土 から出土 した須恵器圷(76)で ある。51は 内面見込 みに墨 を擦 ったことで

で きた滑 らかな面がが認められることから、転用硯 と考えている。口縁部の9割 ほ どが破損 し

ている。破断面には、意図的に打ち欠かかれたと考えられる痕跡が10数 ヵ所確認で き、転用す

るために意図的に成形したことがうかがえる。76も 転用硯である。見込 み内面に墨痕が認めら、

朱墨と思われる痕跡 も明確に認められる。体部中央から口縁部までが破損 し、底部から体部中

央までが残存 している。51ほ ど明確 に打ち欠かれた痕跡 は認められないが、転用するために意

図的に打ち欠いたと考えることも可能であろう。土師器圷の中には、灯明皿 として転用された

もの(55)が 出土 している。 口縁内部にすす と思われるものが帯状に付着 し、芯があった痕跡

が明確に認められる。出土遺物でも述べたとおり、体部下端に凹線を施 し、体部と底部の境を

明瞭にする意図がうかがえ、須恵器高台付圷を模 して制作されたと考えられる。このタイプの

土師器圷は2点 出土 してお り、91は 内面に ミガキ調整が施 され、黒色処理されている。

文字資料 としては、出土遺物でも記述 した墨書土器があげられる。墨書された字種が、「十」

や 「十一?」 等の数に関係する ものが多いのが特徴と言えよう。解読不能の文字の中には、何

らかの絵のように見えるもの(53)も あ り、異質な感 じを受ける。

本遺跡の南方2.5kmに 、役所的な機能 を備 えた集落、あるいは祭祀関連の集落 と想定される

今塚遺跡がある。今回の調査では、祭祀に関連する遺構や遺物は確認されていないため断定は

できないが、距離的に近いこと、9世 紀 とい う時代観が一致すること、朱墨痕のある転用硯や

絵のように見える文字資料が出土していることなどから、今塚遺跡との問に何らかの関連があ

るのだろうか、今後の資料の増加を待ちたい。

出土文字資料の解読にあたっては、米沢女子短期大学の三上喜孝氏に指導 ・助言を賜った。
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ふ り が 哲

所収遺跡名

ふ り が 哲

所 在 地

コ ー ド

北 緯 東 経 調査期間
調査面積

(㎡)
調査原因

市町村 遺跡番号

輔塾 が わら い せき

向河原遺跡
中まが赴けん中まが赴

山形県山形
し おおあさしぶ 吏

市大字渋江
あ秘 舳・がわ ら

字向河原

6201 平成2年

度登録

38度

18分

40秒

140度

19分

27秒

20010710

～

20011012

1,000 特定道路

山形羽入

線道路改

築工事

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項

集落跡 奈良 ・平安 竪穴住居17

川1

土坑10

柱穴320

溝7

井戸14

須恵器 ・土師器

鉄製品 ・石製品

平安時代の竪穴住居跡が重

複 して17棟検出された。また、

井戸跡が14基、3次 調査で確

認 された溝跡が更に東側に連

続することが確認された

(総出土箱数:3ω
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